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第第４４   各各委委員員会会・・部部会会 のの検検討討内内容容  
  
  各委員会、部会 の検討状況 る  
 
１１．． 委委員員会会  
  
（（１１）） 委委員員会会のの役役割割  
  委員会 、 の に、各 のリーダー て ている方々 、

につ 、 から い 委員会 ある 年 1 2回の会 あ

る 、 回 、企画委員会 の検討内容の に る 、

の に い いている   
  
（（２２））２２００１１８８年年度度ににおおけけるる検検討討内内容容  
第 1 回 委員会 2018 年 11 月 20 日に 、 委員会会 （

）の に り、 労 支 の基本 方向について の

 
 障 けに の 、 々 労 に

い  
 現状 、障 りあ 障 の のグルー に るの

 
 ている の 、 政の の支 の に るか から い い

い る い に て ら い  
 て ける に 、 割りの あるの 、

に り る 要  
 労 て 、 の に 、 社会の役に い い

いる の 支 い 本 の 場に て 、「役に い」 い の

つの て 労 ある  
 支 事 労 支  A 労 支  B 、 に て

い 、 の 、 労 のステ ア 支 い  
 の る 、政 に り ら い か 、

てい ら、 か か に い いる の 、政 に りに い

い の支 、 々 ら て いけ い  
  
（（３３））２２００１１９９年年度度ににおおけけるる検検討討経経過過  
１１））第第２２回回 委委員員会会（（２２００１１９９年年４４月月２２２２日日 ））  
第２回 委員会 2019年 4月 22日に 、事 からの ラ ー の 2018
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年度 状況 2019年度 画の に、企画委員会 ている「ダイバーシテ

ィ 労支 システ の基本構想の構 」に向け ヒアリングの概要の け、

あ の あ  
 
ダイバーシティ 労支 の基本 方  
 ダイバーシティ 労支 の基本 ン 、 支 か生 か ー

ら、 労にい い の モデル事業の 、 り生

支 の 、 部 の て、 つ る 事 て る

いい 労 支 A 事業 B 事業 る に る

お かかる に るの 、 の の い に らいいのか、現

度 る い い てい て、 る 、 か 、

い け ある、 い あ 、 り現 のつ り

方につ る  
 々の ース から 度 る の け いけ い い

い 、 に あるからい い 機 に る あ り

か い い 、 い の るの いい（ 容

る の ）  
 の事業 てい 基本 方 い か、理 、 い の か つ

てい 業 要 い る 支 バー る ての 労支 い

構想 のか、 て、 い、 に働 ら 、 々

方々、 、障 け 、 、 り 方々、

ているのか イン ある の 場

に 、 り い 、 い い 方 てい 要 ある

支 かり て、ある 度 い 、 い い

々 り け る い て い  
 障 労支 の 、い い 方の 労支 のス ンダー

い か、 る て る いい  
 

労 の つけ  
 働 い 働ける に てい い に 事 、 に 労に

て つけるのか い てい 要 ある 労支 機関の支

い の 、 に ある い い イ の働 らい方々

に る い の あ り い、 かに てい ける いい モデ

ル事業 事 、 り、 ア ール る

の い  
 に 労に つ い ス ーリー つ る 、 保 のお る  
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労 労、  
 部 の の ラ ける に、 い の て て、ある の

てていか い 、 い の る て る ス ラ アン ル

い 、 い 想 い に て、 に

い り か ー い る 、企業の ル てい い、

ら、 い 方々 る に る に か りの かかる の 、

、企業、 労に る の方々の ア てい 、 てる い か、 い

整 ていて、 い 1 年 り、 い 3 年 り、い

い いる 、 業 て、 て企業につ て る い

の かり い 要  
 労に り け 給 ら る ス か 、 に

ス い に に か て 、 の 支 ら ら 役割

て 、本 ース け いい に ている 本 ー

ス る 、 労 社会 の役割 つ い の け ある 方

、経済の から る 、 の 働ける い いい い 、

い に ら、理 方 いい

い の つ に ら る 要 ある 、現 に 、 労につ る

い 、 労 い の 事 あり、 い い い

らい い てい 事  
 働 ら る 々 、 労 り、 々 て、社会に

る 方 支 か 、支 る 社会 い

か、 の に社会に らかの て ら に、 ー

る い 労に るか か て、 らかの のア テ

ィ ティ、 に る いの り 労 、 社会 の 々

ー ス て、 い い 理 い に て、 の

る け ー ル る 支 い に ていけるか 、 の 労の

に 、 い る 労 け い部 、 労 て い

ある 、 か ら 社会の か り る か、 いに け い 、

い か、 い て、 ていけ いい ている い 、

理 ら、 か 、 かモデルの

現 る り い に て る方 、日本財 の

か て る に、 る け てい 検 本

の の検 に る に 、 る けモデル の り い に

るモデル事業に てい い  
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ス ー ア （ 基 支 ）、ス シ ル（ 支 ）、ス ンダー  
（ ・ 支 ）  

 ス ー ア （ 基 支 ）、ス シ ル（ 支 ）、ス ンダー （ ・

支 ） けて る 、ス ー ア の あ いい る

ス シ ルの の あ 、 る ス ンダー の

る 、 の あ 、 ての い 場 、い つ

かの ー 、 おりて 、 の

り けてい る い り けてい り

事  
 り から て、ス ンダー に支 て、 か らス シ ルに支 る

ら、いかに のあ りの ー り ら、支 る

か 、 の に の報 て ィー 生 るの 、 に

関 て 、 い に か  
 

 
 企業の ける い る い の 、社会

ての ある 、 ての企業 い 方向に つ る  
 ー の方 か、 りの方 か、 ラスの の の方 いの 、

い 方々に り い ら、い い 、テ ー か い ら の 働

いて ら 事 い い 場 、い い 事 、 、働 ら

い の 生 ている  
 

ー ー の役割  
ー ー の役割 に 要 ー ー に て り

ース 、比較 収 ている ー 、 、

に いい い ている  
 ー ー 、あるい い い 労支 ー スの 事  

 
モデル事業  
 い方の かに る 、 方 、理 い けに い

か い部 て て る い に るのか い 、モデ

ル事業の らかに てい 要 い 支 る 、 の らい、

い に かか てい のか い らかに、デー らかに

てい い 働 あるか いか らか い方 か、か り い方 お ら

回 に て、 、 、 労に ける る

方 に てい に るの いか 理 に て 、
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の の 部 け け いけ るの いか い

り、 い 労から ている 方 リ ー ーン て ら

るの いか  
 国の事業 の て て い 国の事業 について、 の

に るの 、11 月 に内 て、 から ら る

に い 事業 財政 ているの 、政

経 の事業 、8月に て 事業の の財 各

に て ているから、 かあ 、 事業に て に て 、 つ

に る 、ス ー ア の事業 て 、

り いから る 11月に、4月から事業 い る

い、 の 会 ている に、1月から 3月に て 4月から
い い の 、 理 お の 、 らに、 報告 の 年 1年

い い の 、 ス ー ア け て から か

ている  
 ら い 事業に てい に 、モデル事業 年度 い 、

年度 て に てい い  
 働 ら る の に 、働 いけ 働 らいから働け い 、

から働 の い いる の の割 の らいに ていて、モ

デル事業 に の イ ているかに て、

 
 
２２））第第３３回回 委委員員会会  
  第 3回 委員会 、2019年度 に てい 、 イルス関 の 
要 、2020年度の 5月 い 6月に る に  
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２２．．企企画画委委員員会会  
  
（（１１））企企画画委委員員会会のの役役割割  
  本 か り 、 労支 の基本 ー 構 る ら

ている、 の ある  
  
（（２２））２２００１１８８年年度度ににおおけけるる検検討討内内容容  

2018年 10月 、2018年度 5回  
 第 1回企画委員会 、基本構想 検討 る 表 4 の 7つの イン る

、 、 らの に て からヒアリング る  

図図表表 44  基基本本フフレレーームム構構築築にに当当たたっってて考考慮慮すするるポポイインントト  

 ー ス  
 ー ス 事業 の支 ー ス内容 
・ モ ーシ ンア 、 労基  
・  
・ 事 の ング 

 ー ス 事業 の報 （ 、 ） 
 ー ス 事業 の 給  
 「働 ら る 」の 業 度の 方  
 財 （ 、 保 ） 
 、 場に つ るか  

 
第 2 回から第 4 回の企画委員会 、現場機関の方々から、 の事業 て

いる事業内容 ダイバーシティ 労構想 の関 につ 、 ンテーシ ン て 、

 
第 2回企画委員会 、 （社会 生 ラ の 理事 、企画委員会委

員）から、生 ラ の り いる「 バー ル 労」（障 の に

関 ら 、障 生 状 、 々 理 働 らい状 にある 、

に働 ている） 、生 ラ け に る 、 り

の バー ル 労 （ ダイバーシティ 労 ）  
 第 3回企画委員会 、 （A ー 労支 ）から、 か

ら 労 の支 、 労に向か 支 、 業 て 支 の の ス

の  
 第 4回企画委員会 、 本 （ ー ）から、

業 の 業支 、 ール の 、 イ から 、
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労 イ からア ー ている ー の ー ス 状況の あ  
 第 5回企画委員会 、2018年度の ラ ー 報告 、2019年
度の 方 2019年度 、 に 

 労 （ り、 、 ） に、 からのヒアリングの  
 本 検討 労支 の る のモデル事業の  

 
  
（（３３））２２００１１９９年年度度ににおおけけるる検検討討のの概概要要  
  2019年度の検討 、 現場機関の方々からのヒアリング、 厚生労働省からのヒアリン

グ、 ダイバーシティ事業の基本構想お モデル事業のあり方についての検討 3 つの
て  

 
１１））現現場場機機関関のの方方々々かかららののヒヒアアリリンンググ  

2018年度に 、現場機関の方々から、 の事業 ている事業内容

ダイバーシティ 労構想 の関 につ 、 ンテーシ ン て 、  
  第 6回企画委員会（2019年 5月 15日） 、 労支 の り方について

（NPO 理事 、企画委員会委員）から、ヒアリング の

あ  
   「 る 支 」 ている 労の 、支 の の に り 、

生 支 か 支 か あ て、 に 労支 ている  
 、「つ る」 要 、 支 要 ある  
 業 度の 、 働 （ 状況・障 ）の の 、社会

状況・ ーシ ン ・ の状況 の 要 ある  
 ダイバーシティ 労 現 る財 て、 生 支 の 、

障 支 の あり、いかに るか る 要 ある

について 、 生 に る の場 、支 る

の 、生 支 の 事業 る ら る  
  第 8回企画委員会（2019年 7月 17日） 、障 の 労支 の り

について、 内 （社会 の理事 ）からヒアリング  
   「 の」 、「障 」 、 の に て

の、 に ー ス の 、「 」 、 の

障 あ て てい い 社会 要 、 外の理 て

いる ている 現 、障 外 、 の 労支 、生  
   りの方々 の 労支 、障 ある る 生の支 てい

る 、 、「 障 ・ 障 ・ ・ り 、

システ ン アの 収 労モデル」の構 に り い の  
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   あ  
  第 13回企画委員会（2020年 1月 22日） 、 労支 に関 る、い る 方

について、 （ 国 関 部 ・NPO 年 労支

ー 理事 ）から、ヒアリング  
     労 る け 、 てからの支 、 内 1,300

の ランティア るいつ り 事業に に る 、

の 支 ている 事業の る に 、本 事業 る 
   り ランティア の方 い ており、 に ランティア

の 1 に い の あ  
  第 14回企画委員会（2020年 2月 25日） 、「働 らい 々の リアラダー・

モデルの  における 労支 モデル 2.0 の 」につい

て、 （A ー 労支 ）から、ヒアリング  
 労支 の て 、障 支 の か、 支 、 生 支 、

り ・ 支 、 支 、 ー ス支 、外国 支 、生 支

ら る 、 労支 機関の ー の構 、 ー の る

のス に に り、働 らい 々の

リアラダー い の あ （「 リアラダー」（ステ ア の

） 、 事 度 に て の に 、 の

内容 要 ス ル に 、 から 、 る に に

る リア向 の 、 の の の機会 る

る い ）  
 

２２））厚厚生生労労働働省省かかららののヒヒアアリリンンググ  
生の の について、2019年 7月 24日に、 厚生 

労働省厚生労働政 、 厚生労働省 、 厚生労働省 報

からヒアリング の あ  
  「2025年 」（ の 々 て 75 の に て、  

の る ） か り 、 の 「2040年 」（  
ア 65 に り ー るの 2040年） て  
労・社会 、 に 75 、 テ ー  

に る 、 給 の に り い  
  に支 生社会の構 要 、「 」、「 事」 ー ー  
  ある 、 ー 保障 労支 、 障 、 、 
生 、 割り の「 生」 い  

  の 、 「 労状 にある方」、 「 に り  
業の状 にある方」、 「社会 に向け 支 要 る方」の、 の テ 
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リーに 支 、 ー ー 業 バー てい 
、 り 生 、 の バー て 、

ル（ ） の ラ ー （ 支 機関、 り 支 ン

ー、 り 会、 ステ、 ー ー 、経済 ） 構 る 、 労

ル（ 、 ） 、 の ラ ー （ 労働 、 、

、各省 方機関、 リテ 、経済 、（ ）業 、 機関 ）

構 、 の て 労 つ い い い  
 
３３））ダダイイババーーシシテティィ事事業業のの基基本本構構想想、、モモデデルル事事業業ののあありり方方ににつついいててのの検検討討  

の 、１）現場機関の方々からのヒアリング、２）厚生労働省からのヒアリング

、2019年度 て、ダイバーシティ事業の基本構想お モデル事業のあり方

についての検討 ダイバーシティ事業の基本構想、モデル事業のあり方について、

度に り  
2019年 6月 の第 7回企画委員会 、 「 」に 、 り

労 イ の け 、支 の 、い い の 想

る 、 労に ら て ステ ア て る

、 モデル事業のス ー に り 要、 に 国の 度に る

に て、モデル事業 る ある 、 の  
12 月 の第 12 回企画委員会 、障 関 、生 関 、 ・

る、「 働 ら 事業」の 、 、「障 支

（ 労 支 A 事業 、 労 支 事業 、障 労・生 支 ン ー

）、生 支 （ 労 支 事業 ）、 ・ （ ー

ステーシ ン、 事業 ） る け い に、現 度の ・

る モデル事業の構  
第 12回企画委員会の 、2020年 2月 の第 14回企画委員会 、事

から、「障 」、「障 支 」、 の の関 る ・ 現状

に の の あるのか、 らに、 に の 支

るの のか事 の 、モデル事業についての

て、モデル事業 に て 、 各モデル事業 の「モデル 」

る け に る 、 の の い、 労支 事業

る 、 の  
2020年度 、日本財 に るモデル事業 国各 、ダイバーシティ 労

支 の 現 る に 労支 ある か、 検

る 要 1年 い  
  

  

第
4
章
　
各
委
員
会
・
部
会
で
の
検
討
内
容



21

 

21 
 

（（４４））２２００１１９９年年度度ににおおけけるる検検討討経経過過  
１１））第第６６回回企企画画委委員員会会（（２２００１１９９年年５５月月１１５５日日））  

労支 の り方について （NPO 理事 ）から、ヒアリング

る に、本 検討 ている 労支 の る のモデル

事業のあり方につ  
 

委委員員（（NNPPOO 理理事事 ））にに るる、、「「 」」ににおおけけるる 労労支支 ににつついいててのの報報告告   
 2018年 、105 55 労 （ 労 支 B 事業 の 労 ）  
 「 る 支 」 ている 労の 現 る に 、支 の

要 「 労支 」 、 る 々 支 の の つ 生 支 か 支

かあ て、 に 労支 ている（ 表 5）  

 
 支 に、支 「社会 労 」（ 労 ）、 「社会

労 」（ 労 労）、 「生 ・社会 」（ ランティア

・外に る ）の 3つに けている（ 月、 ） 事業 に 、状況の

の に て、 て る の の て 、 の 3つに「
労」 4 に る  

 労支 、 企業 、 内の 労 ・ 、 企業 の 労 ・

、 支 の「 て」 本 の の 、 支 支 （ 機の

）、 支 （ の ）、 ース ン ンス（

、 報 ） ている  
  の 内の 労 、生 支 の「 労 事業 」

ている 、 、つ （企業）・ （ 、保 、 ー ー

第
4
章
　
各
委
員
会
・
部
会
で
の
検
討
内
容



21 22

 

21 
 

（（４４））２２００１１９９年年度度ににおおけけるる検検討討経経過過  
１１））第第６６回回企企画画委委員員会会（（２２００１１９９年年５５月月１１５５日日））  

労支 の り方について （NPO 理事 ）から、ヒアリング

る に、本 検討 ている 労支 の る のモデル

事業のあり方につ  
 

委委員員（（NNPPOO 理理事事 ））にに るる、、「「 」」ににおおけけるる 労労支支 ににつついいててのの報報告告   
 2018年 、105 55 労 （ 労 支 B 事業 の 労 ）  
 「 る 支 」 ている 労の 現 る に 、支 の

要 「 労支 」 、 る 々 支 の の つ 生 支 か 支

かあ て、 に 労支 ている（ 表 5）  

 
 支 に、支 「社会 労 」（ 労 ）、 「社会

労 」（ 労 労）、 「生 ・社会 」（ ランティア

・外に る ）の 3つに けている（ 月、 ） 事業 に 、状況の

の に て、 て る の の て 、 の 3つに「
労」 4 に る  

 労支 、 企業 、 内の 労 ・ 、 企業 の 労 ・

、 支 の「 て」 本 の の 、 支 支 （ 機の

）、 支 （ の ）、 ース ン ンス（

、 報 ） ている  
  の 内の 労 、生 支 の「 労 事業 」

ている 、 、つ （企業）・ （ 、保 、 ー ー

 

22 
 

） の 報 要 ある 、 の ー ン ー 、生

支 支 て り いる  
 業 度の 、 働 （ 状況・障 ）の の 、社会 状

況・ ーシ ン ・ の状況 の 要 ある  
 の 労支 の 、 支 に る「つ 」、「 」の支 ある あ

る  

 

 
 、「つ る」 要 イ リスの 2017 年の 、 に る

年 4.9 ている  
 の の スモデル「 ラ 」  
 ア ス ン 支 の の ール シー に  
 ダイバーシティ 労 現 る財 て、 生 支 の 、 障

支 の ら る について 、 生 に る

ある 、 の場 、支 る の 、生 支 の

事業 る ら る  
 
主主なな意意見見交交換換】】 
 労支 の に生 支 要 、現場の ある かり

る に 支 のス ル 要 、ス ル の の 要 ある  
 の ー ス支 ン ー 、 々の ス ィ 比 る 、生

保 の比較 年 4,000 に る い  
 生 支 の 労 事業 、 生 労働 のか  
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   ら ている  
 労 事業 の 要 いのか  

   るの い 、事業 のイン ンティ 、 て

い い  
 か つ（障 業・生 支 ン ー） 、生 に る

ている  
 
２２））第第７７回回企企画画委委員員会会（（２２００１１９９年年６６月月２２４４日日））    
本 、 労支 の る 、 国 10 か

モデル事業の 検討 ている 回 、 のス ー につ 、 の

 
 回の けて、 「 」に 、 り 労 イ の  
け 、支 の 、い い の 想 る 、  
労に ら て ステ ア て る 、  
ス ー に り 要   
 モデル事業に る事業 、 に国の 度に る支 ている場  
に 、国の 員 基 い に、関 機関 整 てお 要 ある   
 支 に要 る の に る か、 に検討 る 要 ある   
 に 国の 度に る に て、モデル事業 る ある  

 
３３））第第８８回回企企画画委委員員会会（（２２００１１９９年年７７月月１１７７日日））    
障 の 労支 の り について、 内 （社会 の理事

）からヒアリング 、  
 
【【社社会会福福祉祉法法人人ぷぷろろぼぼのの理理事事長長山山内内民民興興氏氏にによよるる、、「「障障害害者者＋＋困困難難者者のの就就労労支支援援のの取取りり組組みみにに

つついいてて」」のの報報告告】】  
〇 「ぷろぼの」は、“probono public”（ラテン語で「公共善、よき社会の実現」）から取った。 
〇 「障害者」、「困難者」を以下のようにとらえている。「障害者」は、医師の診断をもとに自己申請
して手帳を取得したもの、または診断をもとに福祉サービスを利用したもの。「困難者」は、相当

の障害があっても申請していない者や社会的要件、それ以外の理由で困難さを持っている者。 
〇 「ぷろぼの」の役割は、「地域の福祉ネットワークを構築する」ということで、①福祉理解の促進 
  （福祉という言葉が軽く扱われ過ぎている。）、②障害者等の就労促進、③企業や専門家との 
連携（多くの方々の協力がいるので、ネットワークを重視している。）、④関連するシステムの開発

（福祉分野は、論理的支援や業務のシステム化が遅れている。「ぷろぼの」は職員訓練に取り組

んでいる。） 
〇 職員の採用で留意しているのは、①福祉を学ぶ能力があること、②就労支援を学ぶ能力がある
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こと、③IT を学ぶ能力があること（それ れ、 はなくても、学ぼうとする があるか うか。）、

④ を る 持 があること（これを 事にしている。 学 、 い能力が ら

れる、利用者は の方も多く らと が にできる職員になる 要がある。） 
〇 「ぷろぼの」の理 は、「 もが自 した ができる地域社会 くりを します。」であり、 
 以下の 3 を している。 
① の地を にします（ く く の地を にしてはい ない）。 
② 人にやさしい福祉 ころを みます（ いさまの福祉で相手のことを える）。 
③ と を持って 々 力します。「下学して す」（ なことから学 、 に し

ていくこと）という言葉を 事にしている。 
〇 的な要 として、人は社会的な き なので、 たに社会の役割を得て、はたらくことで

長する き方をしている。 た にとって、はたらくことは、人らしく 々を きるた の な

いである。 
〇 ここ は、公 法人の ネ ントを し 用する手法を 化することに取り組んでいる。 

利で公 の企業が、 な組 をつくり、人 を することについて、いくつかの要

を している。 の 方 は「福祉を 学する」であり、それを分かりやすくするた に、

“ ること、 くこと、 えること”に分割し、①現 や利用者をしっかり なさい、②自分で た

ものや ー をき んと分 しなさい、③分 したものをできる に えなさいと、この

つをすることが 要と えている。 、 からの報告要請が多く、 長等の 理職が現 に

る 会が なくなっているので、業務の しとシステム化に取り組み、 しでも現 に るこ

とができるようにしている。 
〇 「ぷろぼの」の就労支援 ラムは、就職 を に「社会人ス 」を に ることを

している。それを 4 ステッ 、「 を 理する力」、「 をする力」、「職業 を

る力」、「 事をする力」にして、福祉サ が「人 くり」の役割を わないとい ない。た 、

「 事をする力」は、職業 能なので民 企業が採用 に業務に わ て訓練するものとして

いる。 
〇 職業 を 的に するた に、社会 要 を 11 にして、職員が 利用者の

訓練 や から 4 で 化するとともに、 い や 等を で をしている。

これを に 3 6 で 支援 を ることにしているが、現 では、1 当たりに 8
から 16 かかっている、また職員 の能力 も ている。システム化で 2 になる

ように、内 の 化も進 ている（ ）。 
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〇 困難者に する つの取り組み 
（ ） の就労支援 

    2017 、 の を得て、 内の の の に 
ついて した。就労支援が 分でない、 報 が 自に されていない、 理

や な い方を らない。 的な支援が 務になっている。 
（ ） 困 者や きこもりの方々 の就労支援 

    社会福祉協 会の自 サ ート ン ー事業「 就労訓練事業 」を  
、 困難者の就労支援（ ン ー の訓練）を している。 る 能 のある人 

は多いので、支援 との の連携が 要になる。 
（ ）障害があると われる 学 の支援 

    2016 から 内の 学 を に、福祉、医 、 、労 の関 者による「なら

学 支援の会」を り、学 や学業、就職 な に のある学 を支援する 組

み くりに取組んでいる。 割りを した の連携の 要 から、 ンシ ラン

ーや 業 ン ラーの役割も になっている。 
〇 障害福祉サービス事業が困難者の支援をするときの  
 ① が のような で「困難者」を するのか（ 職者 用開発 の になっ

ていない）。 
 ② 福祉サービス事業で困難者の れができるのか（ たに人員の採用と が 要にな

る）。 
 ③ 障害者である現 の利用者の 意が得られるのか。 
 ④ 業務が される職員の 意が得られるのか。 
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  就労 事業 は 2018 4 から に わったので、その職員に 的 が 
あるのか。 

  就労 A、B で れが 能か（社会人ス や能力 が 要になる）。 
  困難者の 報の共 化ができるのか（ 者サ ートステーシ ン等との 報共 が 能か ） 
〇 に、これからの福祉を うするのか。福祉の現 は、サービス業なので多くの が 要

になる。 的 の に取り組まないと、福祉の現 の き方 はできない。IT 化に

よる、事務の 化と支援 ラムの が重要である。事務の 化では、業務の 力化

（利用者 職員の 理と会 、請 事務の 化）と職員に法人 者としての意 をい

かに持た るかも重要である。 から企業内 ン ー を りたい。 者の支援

ラムについては、AI で支援 の 化を り、支援 の 7 割を AI で、 り 3 割を職員で
というのが である。 

〇 障害者就労支援協 会 
  福祉事業者 の支援の らつきが に きいので、 的な と連携を るた に、

障害者就労支援協 会というものを組 した。この協 会も 用し、福祉職員の や

会 の 化、利用者の支援 報の共 化を したい。 
〇  「あたつく組 」 
「あたつく組 」は、あたらしい「はたらく」をつくる福祉 事業協 組 の 語。これは に や

自 等からの 等の の としてつくった。 が する には、地域の福

祉事業 の力 に わ て事 に 事を り分 ているので、福祉事業 で られる業務

は なものになっている。 な 業務を するた に、福祉と民 企業が 業 事業

協 組 を り、その 「共 」 ームを り している。障害者が関わる 事を請

の 5割以 にしている。 
 

  

〇 AIで 支援 を しているのか  
  支援 を AI（ 学 ）で分 し、 支援 の 7割 を AIが し、 り 3割を
職員が することを している。的 な支援 が くできる。 

〇 就労困難 の は  
  困難者の就職 を 断する 組みがあれ 、 、訓練 ス ント を

すれ 、 的 の になる。 
〇 障害者福祉サービスで、障害者以外の就職困難者を れる の の は  
  就労 事業 に し、 事業 の就労実現を す の が しく、

の があっても、 たな就職困難者の れは、人員、 、 報 の で難しい。 
〇 支援学 からの就職 
  支援学 には進 はあるが 支援がない。 業 1 くらいで 方 になる。ま

た就職しても 3 以内に多くの者が 職している。その として、 業 す に企業就職で
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はなく、いったん福祉事業 を利用することが 要。 
〇 「 障害者就労支援協 会」と にできている自 支援協 会との いは  
  者は民 で就労支援を っている福祉事業者が で、 者は が っ

ているもので相 事業者が となっている。 
〇 「 障害者就労支援協 会」を、障害者 に したのはな か  
  では、障害者以外の就職困難者支援組 が なので、 々の が多くある障

害者から た。 に進 、その に障害の 能 がある困難者を する。 
 
４４））第第９９回回企企画画委委員員会会（（２２００１１９９年年７７月月２２４４日日））    

生の の について、 厚生労働省厚生労働政

、 厚生労働省 、 厚生労働省 報 からヒアリング 、

 
 
厚厚生生労労働働省省政政 かからら報報告告   

  
 本日のテー 、 の支 、 生・ の支 あい 、 てい

か い  
 2040 年 の ー ング イン ア 65 に り、 ー

る て、 労・社会 、 に 75
、 テ ー に る 、 給

の に り  
 い 、2018 年の 35 44 の 1,700 の内 る 、

働いている 900 （50 ）、 の 370 、 労働 200
に に るの 、 ているけ の シ ンにい

る 、 業 の 、 て 100  
 2040年に 、 の 1/4 5,000 る らいの に る

、 、 、 保 の い  
 2040 年に 、 40 、 に の 18 る

ら る  
 

生生社社会会 のの   
 に支 い 生社会 概 、 ー る 、日本

の 、 社会の てい 、 てい に るか い

の い ー ている  
 「 」、「 事」 ー ー  
 「 」につ る 、 に る「 ・ 」からス ー てい
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る 現 、 に の 、生 支 、 支 て「 アシステ

」 、 ー 保障 労支 、 障 、

、生 、 割り の「 生」  

 
 現 る 、 （ ら い ）の 現、 生に る

の 、 障 る ー スの 検討 ている  
 「支 」「支 ら る」関 るか い テー ある のつ り

る 、 に て る けに いか い の に、 事 て、

の役割 てい 要 ある  
 国の 現 に ら らに ているの 、 の 要 ある 、

の支 い るの あり いの 、

てい 整 る 要 ある  
 の構想 、 の 厚生労働省 の ある の構想 部

省、国 省、 省 に ある 、 割りの 、 、

、 度 役 の つか い政 に 々に てい の いか 関の

て ている に  
 

のの   
 リー ー 、 20年の 88 （25 34 ）から 30年の 52 （35
44 ） 、 ー ー ている の ある ら る か 、 業

い  
 2040 年 あ 20 年 国 年 てい て、 から厚生年 に
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て 10 年 い け 、生 保 る年 給 る 、

る の ンス ある  
 「 労状 にある方」、 「 に り 業の状 にある方」、 「社会

に向け 支 要 る方」の、 の テ リーに 支

ー ー 業 バー てい 、 り 生 、 の

バー て  
 、 ル（ ） の ラ ー （ 支 機関、 り

支 ン ー、 り 会、 ステ、 ー ー 、経済 ） 構 る

、 労 ル（ 、 ） の ラ ー （ 労働 、 、

、各省 方機関、 リテ 、経済 、（ ）業 、 機関 ）

構 る の て 労 つ  
 の方 の厚生年 の 、 要 テー る  

 
（（ ））  
 現 る 、 の け （ ラ ー ） り

テー に り 省の「 」 イ ー ているのか  
「 」 、 つのリ ース ある 、 けに る の い  

 「 障 る ー スの 」 ている の ー に

る 各 に に て ている のの、 ら 支 る い 障

労 労 割りに ている らに 、障 の内 労（A
、B ） 障 （ 会社） 度 の から い 保 の整

に ある ら モラル ー ている  
 か つ ン ー（障 業・生 支 ン ー）の「 つ」の 、障

に る事業 、 の について障 の か か の 、

生 度から る に に り、 国 50 の か つ

ン ー 、障 て て 障 る生 に 、支 る

に  
 日本財 の構想 厚生労働省の構想 ている 々ある 、 い 、

日本財 の構想 給 想 ている  
 日本財 の構想 、 給 に る の い い の 度

ー ング ら、 る い  
 障 外のい い A 、B の け てい に 、 、

の財 要 いか  
 生 支 の 労 事業 、イン ンティ い 、 に

お る いか  
 い い  
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 「業 、 、 労に の 支 」 、

の の方々の につ る に、 保に る

から、 業 からの関 い 業 に関 るス ー に ており、

ている  
 
５５））第第１１００回回企企画画委委員員会会（（２２００１１９９年年１１００月月２２４４日日））    
モデル事業について、各 からの の 向 、事業の 、 、 の経

 
 
モモデデルル事事業業 のの のの ああるる ににつついいてて、、日日本本財財 かからら   
 本 検討 ている 労支 の る のモデル事業 、

2020年 からい つかの る ている 、各 から い

ら ている 回 、 ら る 10 （ 海 、 、 、 、

、 、 、 、 、 ）について 事業の 、 、

の経 、 の関 い 、各 の 状況 整理  
 に ある 10 10 ーンある て い 、 の 、

ある の ている ての ライン

に あ ら い  
 、 ラインに い から に け、 の事業 現 る

てい い  
 
（（ ））  

 い に の 、 の関 い に の関

、 らから働 かけてい 要 ある  
 ラインに に ア て、 り りの い 働 かけ

ある  
 

６６））第第１１１１回回企企画画委委員員会会（（２２００１１９９年年１１１１月月２２２２日日））    
（A ー 労支 ）から、「生 支 度のイン

」の あり、ダイバーシティ 労事業の 方につ 、

 
 

のの   
 労支 の る ー 、 、「 」（ リアの  
・検討 ） ある  

第
4
章
　
各
委
員
会
・
部
会
で
の
検
討
内
容



31

 

31 
 

 
 生 支 事業 、 て 労 に る に か 、

支 方 、 ー ー の につ の 労支 の ー、

（ 労 ）、支 バイ の ー

現状 い  
 

 

 日本 システ 、 、 に てい い

の日本 システ から外 る 、 労 、 リア い  
 企業 、 ルス 働ける ている 、「 ・日本 システ
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の 」 ている  
  ・ の 、45 の り ン ステー リア

 
 

  
 生 支 、 て ライン、 ・社会 会のライン

て 障 関 、障 のライン て 労働

か 々 の て、 つの て 、 方 各

の 事業 に い い の るの いか  
 り 障 る あるの いか  
 生 支 事業 労 に関 る に 、 事業  
基本 に 、労働 てい い に る 要 ある  
 モデル事業 る事業 に 、 り 、3つの方 、生 支 （

に、 労 支 事業）、障 支 （ に、 労 支 A 事業 、 労

支 事業 、 労・生 支 ン ー）、 政 （ ー ステーシ ン、 業

関 ） る け い に、現 度の （ ） る

モデル事業 る い  
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７７））第第１１２２回回企企画画委委員員会会（（２２００１１９９年年１１２２月月２２５５日日））    
モデル事業の の 日本財 イ ラインについて  

 
事事 かからら   
 障 関 、生 関 、 ・ る、「 働 ら    
事業」の い 、「障 支 （ 労 支 A 事業 、 
労 支 事業 、障 労・生 支 ン ー ）、生 支 （

労 支 事業 ）、 ・ （ ー ステーシ ン、 事業 ）

る け い に、現 度の ・ る モデル事業 
の構 い（概 い ）  
 2019年度 に、 関 第 3回 ヒアリングの ている  
 2019年度の事業 表 、ダイバーシティ 労の 方 る 、 
年 5月か 6月に「第 2回Work! Diversity ーラ 」 い  

 
  

 モデル事業の に て 、「モデル事業 の のの 」（ 報収 に 支

の ルア い あ て 、 い 事 ら

る ） 「支 の ルア に る 」 けて る  
  
８８））第第１１３３回回企企画画委委員員会会（（２２００２２００年年１１月月２２２２日日））    

労支 に関 る、い る 方 について、 （ 国 関 部

・NPO 年 労支 ー 理事 ）からヒアリング 、  
 

NNPPOO 年年 労労支支 ーー 理理事事 かかららのの報報告告   
 働 る 、 年の らかに る  

  「働 」 
 る け 、 てからの支 （ 労支 ） 事  
  支 年 労支 ー 、国、 、 内 か

ら 労支 る事業 て ている 働けてい い

、国の の 2 度 、

の る 10 ている  
 モン （ ）の 生 = モ ング 
・ ラン ー 現 、 場経済 社会 り る い 状 にある  
・国 （ ）、 （ ）、 場( )の（ ス の） （ 表 11）の

の る 、 に る モン （ ）

の （ 表 12）  
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７７））第第１１２２回回企企画画委委員員会会（（２２００１１９９年年１１２２月月２２５５日日））    
モデル事業の の 日本財 イ ラインについて  

 
事事 かからら   
 障 関 、生 関 、 ・ る、「 働 ら    
事業」の い 、「障 支 （ 労 支 A 事業 、 
労 支 事業 、障 労・生 支 ン ー ）、生 支 （

労 支 事業 ）、 ・ （ ー ステーシ ン、 事業 ）

る け い に、現 度の ・ る モデル事業 
の構 い（概 い ）  
 2019年度 に、 関 第 3回 ヒアリングの ている  
 2019年度の事業 表 、ダイバーシティ 労の 方 る 、 
年 5月か 6月に「第 2回Work! Diversity ーラ 」 い  

 
  

 モデル事業の に て 、「モデル事業 の のの 」（ 報収 に 支

の ルア い あ て 、 い 事 ら

る ） 「支 の ルア に る 」 けて る  
  
８８））第第１１３３回回企企画画委委員員会会（（２２００２２００年年１１月月２２２２日日））    

労支 に関 る、い る 方 について、 （ 国 関 部

・NPO 年 労支 ー 理事 ）からヒアリング 、  
 

NNPPOO 年年 労労支支 ーー 理理事事 かかららのの報報告告   
 働 る 、 年の らかに る  

  「働 」 
 る け 、 てからの支 （ 労支 ） 事  
  支 年 労支 ー 、国、 、 内 か

ら 労支 る事業 て ている 働けてい い

、国の の 2 度 、

の る 10 ている  
 モン （ ）の 生 = モ ング 
・ ラン ー 現 、 場経済 社会 り る い 状 にある  
・国 （ ）、 （ ）、 場( )の（ ス の） （ 表 11）の

の る 、 に る モン （ ）

の （ 表 12）  
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・ の り の り て り ( ) 、 の

ている  
 
  表表 1111  スス のの   

  

  
  表表 1122  現現状状  国国 、、 場場、、 のの   

  

 
 労支 の  
・IPS（働ける る: Individual Placement and Support)7 （ ン

リング 経 )本 の 、 に 場 に 、 度障
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働 い 支 る ランダ 比較 IPS ある い

デンス ある  
・ る  
・ る  
・ 方 の （ いて い い 想 ）の 方  

る ランティア て 、生     
（ る生 ） る  

 支 、 る（本 の 生 、あ 本 の の）  
 NPO 年 労支 ー 、 労 ー の 労  
い（ 表 13）  

 
   表表 1133  22001188年年度度 のの 労労 状状況況    

  
ステ 

 
ステ 

 
労 支

ン ー 

労  

  213  98  81  34  

 業  2  2  0  0  

  労労

（（

））  
221155   110000   8811   3344   

1年 状況 
（2020.2 現 ） 

 
 

144  56  59  29  

 業

 
1  1  0  0  

  労労

  （（ ））  
114455   5577   5599   2299   

の  
（ ） 

70  43  22  5  

労  
労労

÷÷ 労労

××110000  
6677..44%%  5577..00%%  7722..88%%  8855..33%%  

（ ）NPO 年 労支 ー  
（ ） の 、 、 、 の の 、 業 、 てい い、 
   （ ）・ ・    
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労  
労労

÷÷ 労労
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 内 1,300 の ランティア 、 るいつ り 事業に （ 、 の 4  
の 1の 300 企業 の ） 内の働けてい い 10 、20 に

る の 、 に ランティア 5 （1 ）に い  
 ランティア（ ス ） ル イ ・ ー イ て 30 い

て、 ラス 月収 20 ある（ ランティアの 、各事業 に

ている）  
 る ア ス ン に、 ・ の・

かけに、 る け 、 て 場に る  
 労 の てい い の 度、本 、 場につ い いる  
 労に につ ら い場 、 々 関 ておけ い 労につ

る機会 ある  
 労 労 の 、 、本 の に て  
 ・支 の け 、 に る、 に る 事  
 から ル イ 働 る い の から働 る

のステ る  
 関 にある 業 政からの事業 けている 企業

政の る 方 、 に い の支 の支

い  
 方 （ ランティアに る の 労支 ） 、 りつつある

、 、 、 ー ング る に ランティア る 、

方 い  
 る に 、事業 る り 、 ランティア の方 い

ている  
 支 い 要 いか   

 て 、 かか る い い いいる 生に ラン

ティア て て ら ている 、 生 ている い

いる かる ランティア 、 、 かか

る のある ている ・ 、

基 に つつ、 の い 方 いい ランティアの

に 、 （ 、会 ） いて、 に て ら て

いる  
 の のかかる 方 い に い 、

の現 り方 いいか 基本 に いい る  
 向の 企業の 労支 つ 、ダイバーシティの理

るの いか  
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 、 企業 方 事業委 において 、 らか 方

る 、つ る い い  
   
９９））第第１１４４回回企企画画委委員員会会（（２２００２２００年年２２月月２２５５日日））  

（A ー 労支 ）から、「働 らい 々の リアラダー・

モデルの  における 労支 モデル 2.0の 」の報告、事

から、「 労関 の整理表」、「（ ） 労支 の 」の

あり、  
 

（（AA’’ ーー 労労支支 ））かかららのの報報告告  
「働 らい 々の リアラダー・モデルの  における  
労支 モデル 2.0の 」  

１．Work Diversity事業 のモデル事業の らい 
（１） 社会 度の構想 支 システ の検討 

 3つの 想 、 モデル て検 る    
支 ある 、 ー 整 （A） 
支 「 会」 、支 の の 向

る （B） 
支 つ る か、 ース支 の 、

事業の企画 、 らに （ 企業 の役割 ） ー

シ ル・ア シ ン る 、 ー 支 る事業 （機 ）

構想 る （C） 
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 、 企業 方 事業委 において 、 らか 方

る 、つ る い い  
   
９９））第第１１４４回回企企画画委委員員会会（（２２００２２００年年２２月月２２５５日日））  

（A ー 労支 ）から、「働 らい 々の リアラダー・

モデルの  における 労支 モデル 2.0の 」の報告、事

から、「 労関 の整理表」、「（ ） 労支 の 」の

あり、  
 

（（AA’’ ーー 労労支支 ））かかららのの報報告告  
「働 らい 々の リアラダー・モデルの  における  
労支 モデル 2.0の 」  

１．Work Diversity事業 のモデル事業の らい 
（１） 社会 度の構想 支 システ の検討 

 3つの 想 、 モデル て検 る    
支 ある 、 ー 整 （A） 
支 「 会」 、支 の の 向

る （B） 
支 つ る か、 ース支 の 、

事業の企画 、 らに （ 企業 の役割 ） ー

シ ル・ア シ ン る 、 ー 支 る事業 （機 ）

構想 る （C） 
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（２）支 の ー  
   支 における 労支 の 、 の に 要 ー

（ 内の 、企業 の 、企業 ）の機 、 らに ー 支

る事業 ）について 、検 る  
（３） 支 方 の アル  

 労支 の 、障 支 の か、 支 、 生 支 、

り ・ 支 、 支 、 ー ス支 、外国 支 、生 支

ら る  
（４）障 労支 事業 のダイバーシティ （事業 支 の ） 

 障 労支 事業 について、 ー の る のス

に、 の 労支 （ダイバーシティ ）に るス ル、支

の 、 支 事業の 、 労にかか る （ ・ け ）

の ・支 ーの 、 理、「 ー 事業 」の 、国 の

支 について、 事 整理 、 に

 
（５）モデル事業に る検 （ 労支 の 、 要 （ ） の       
   か） 

 
２．モデル事業の らい 

 １の らいに る の ている  
 現状 い り、 １にかか る モデルの 整理 る  
 の 労支 、 の ー について、 1 （1）、（2）、（3）
に る検 デー 1 （4）の に る る  
モデル事業 に 、 

  1) の 労支 の る （ 、 の 部 か）、 
  2) らかの ー あるい の ある 、  
  3) のモデル事業に関 ある 、 

ら る  
 
事事 かかららのの報報告告   

 事 から、「障 」、「障 支 」、 の の関 る ・

現状 に の の あるのか、「 労関 の整理表」（事業 ース）（ 表

15）に基 らに、 に の 支 るの

のか、 ( 表 16) 、  
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表表 1155    労労関関 のの整整理理表表（（事事業業 ーースス））  
  
 障 労関  障 外の 労 （ ）  
労働  
 
 
 
 
 
 

障  
・ ・ 度（ ） 
・ 障 業 ン ー 
・（障 業・生 支 ン

ー） 
・ ー 支  

保  
・  
業  

・障 業  
・障 の に 委

 

ー ステーシ ン事業 
支 度 

（ ） 
・ ー ー の 支  
・ （企業の ） 
・ ースの  
・ 保 のリ ン  
・ ライアル 、

の  
労支 事業 
ー ー 

支 ーディ ー ー 
業  

・ リア ン ルティング、

ー  
業  

・ 関 の支 （ ー ー

） 
保 の各  

厚生  
 
 
 
 
 

障 支  
・A 事業、B 事業、 労

支 事業、 労 支 事業 
 

・ 支 ン ー 
障 支  

・ 障 報・支 ン ー 
 

生 支  
・ 労 事業 
・ 労 支 事業 
生 保 関  
・生 保 給 労 事業 

り ー 事業 
業・ 支 事業 

（ ）ア リー の に

る 支 の機  
省  

 
 

障 の 画 （各

省 ） 
・「障 画」の  
・ 表の  

（ 省） 生保 における 労支  
（ 省）  

の の
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表表 1155    労労関関 のの整整理理表表（（事事業業 ーースス））  
  
 障 労関  障 外の 労 （ ）  
労働  
 
 
 
 
 
 

障  
・ ・ 度（ ） 
・ 障 業 ン ー 
・（障 業・生 支 ン

ー） 
・ ー 支  

保  
・  
業  

・障 業  
・障 の に 委

 

ー ステーシ ン事業 
支 度 

（ ） 
・ ー ー の 支  
・ （企業の ） 
・ ースの  
・ 保 のリ ン  
・ ライアル 、

の  
労支 事業 
ー ー 

支 ーディ ー ー 
業  

・ リア ン ルティング、

ー  
業  

・ 関 の支 （ ー ー

） 
保 の各  

厚生  
 
 
 
 
 

障 支  
・A 事業、B 事業、 労

支 事業、 労 支 事業 
 

・ 支 ン ー 
障 支  

・ 障 報・支 ン ー 
 

生 支  
・ 労 事業 
・ 労 支 事業 
生 保 関  
・生 保 給 労 事業 

り ー 事業 
業・ 支 事業 

（ ）ア リー の に

る 支 の機  
省  

 
 

障 の 画 （各

省 ） 
・「障 画」の  
・ 表の  

（ 省） 生保 における 労支  
（ 省）  

の の
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表表 1166  労労支支 のの （（ ））  

  
（ ）「企業支 」 、 、 報、 ー 、 リアア 支  

に 、  
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３３．．「「経経済済・・財財政政・・社社会会保保障障収収支支・・労労働働需需給給ババラランンスス」」検検討討部部会会  
  
（（１１））「「経経済済・・財財政政・・社社会会保保障障収収支支・・労労働働需需給給ババラランンスス」」検検討討部部会会のの役役割割  
「バランス」部会 、働 ら る 々 、経済・財政・社会保障収支 労働需給

バランス の関 る部会 ある ダイバーシティ 労の 、「経済・財政・社

会保障収支・労働需給バランス」に ラス る ダイバーシティ 労 る 、

支 の の る 、GDP（国内 生 ） 、 ・社会保 収 、

・ 関 の支 る 、財政・社会保障収支 る る

、働 々 る 、 部 に の る

、 に るのか か、 かり 要 ある  
 

（（２２））２２００１１８８年年度度ににおおけけるる検検討討内内容容  
2018 年度 、3 回の会 、 ラ ー の る に、

部会の役割 、  業 らいの に るか、  GDP 財政 社会保障

のい い ス ィ に るか（経済・財政・社

会保障収支バランス）の る ある の 、

にあ ての基本理 、 、基 デー の 方 、 の委員会・部会 の

について  
  
（（３３））２２００１１９９年年度度検検討討部部会会報報告告のの概概要要  

 「経済・財政・社会保障収支・労働需給バランス」検討部会 、WORK ! DIVERSITY 
において、 て ・検討 ている に 、働 ら

ている けおり、 方々 支 る 経済・財政・社会保障・

労働 場に の イン あるか らかに る ている   

 2019年度において 、働 ら る 々の の に る に、2020年

度に る のモデル事業 労支 のイン の 方 についての検

討  

 らかの働 ら ている のある 々の に る方

て 、「労働 」 から働 ら ている ら る る方

の に各 デー から る方 ある 働 ら

い て る の 400 ある 方、働

ら る い に り 方 て、各 の働 ら の

の る 、生 年 (おお 20 64 )において働 ら

1,520 る の に 現 働いている ているの 、

い 業 520 、 らに の 労 ある 労支 に て

労 の るの 270 る（ 表 17）  
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３３．．「「経経済済・・財財政政・・社社会会保保障障収収支支・・労労働働需需給給ババラランンスス」」検検討討部部会会  
  
（（１１））「「経経済済・・財財政政・・社社会会保保障障収収支支・・労労働働需需給給ババラランンスス」」検検討討部部会会のの役役割割  
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・ 関 の支 る 、財政・社会保障収支 る る

、働 々 る 、 部 に の る

、 に るのか か、 かり 要 ある  
 
（（２２））２２００１１８８年年度度ににおおけけるる検検討討内内容容  

2018 年度 、3 回の会 、 ラ ー の る に、

部会の役割 、  業 らいの に るか、  GDP 財政 社会保障

のい い ス ィ に るか（経済・財政・社

会保障収支バランス）の る ある の 、

にあ ての基本理 、 、基 デー の 方 、 の委員会・部会 の

について  
  
（（３３））２２００１１９９年年度度検検討討部部会会報報告告のの概概要要  

 「経済・財政・社会保障収支・労働需給バランス」検討部会 、WORK ! DIVERSITY 
において、 て ・検討 ている に 、働 ら

ている けおり、 方々 支 る 経済・財政・社会保障・

労働 場に の イン あるか らかに る ている   

 2019年度において 、働 ら る 々の の に る に、2020年

度に る のモデル事業 労支 のイン の 方 についての検

討  

 らかの働 ら ている のある 々の に る方

て 、「労働 」 から働 ら ている ら る る方

の に各 デー から る方 ある 働 ら

い て る の 400 ある 方、働

ら る い に り 方 て、各 の働 ら の

の る 、生 年 (おお 20 64 )において働 ら

1,520 る の に 現 働いている ているの 、

い 業 520 、 らに の 労 ある 労支 に て

労 の るの 270 る（ 表 17）  
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 お、 の 、現 労 ている のの、 の てる に る て

い い 、現 労 てい て ア リー に る支 働 の整

る 業 に る いる ら る 、 について 、 回

てい い  
 経済・財政・社会保障・労働 場 のイン の について 、 労支 の 、

経済・社会保障・財政 に について、 ダイバーシティ 労支 事業の

、 の 方 、 ・ る 、社会 る

、 に、政 における収 ・支 の 、 、 て

( ) の る 、 て 場 に について

の る 、 方 整理 2020年度 の ある 
（ 、「経済・財政・社会保障収支・労働需給バランス」検討部会 2019 年度 報

告 い）  
 
表表 1177  方方 にに るる働働 らら るる のの   (( ))  

類型 総数 うち無業者 うち就業増加期待数
障害者 403 255 128
難病患者 47 18 8
糖尿病患者 186 49 10
がん患者 49 20 8
エイズ/HIV患者数 2.0 0.5 0.3
高次脳機能障害者 8.0 4.4 1.9
若年性認知症患者 3.8 3.4 2.4
ギャンブル依存症 56
薬物使用者(生涯経験あり) 216
アルコール依存症 43
LGBT等 235
社会的養護施設退所者 11
刑務所出所者等 30 12 9
ニート(15〜34歳) 53 53 24
不本意フリーター(15〜34歳) 20 0 0
就職氷河期世代(支援対象者) 125 75 52
広義引きこもり 54 41 22
ホームレス 0.3 0.3 0.1
ネットカフェ難民 0.5 0.2 0.1
貧困母子家庭 36 8 8
貧困父子家庭 1.8 0.4 0.4
生活保護世帯(その他の世帯) 25 16 16
総数（重複調整後） 1,518 515 269
高齢者（65〜69歳） 946 505 178
総数（高齢者を含む） 2,464 1,020 447  
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（（４４））２２００１１９９年年度度ににおおけけるる検検討討経経過過  
2019年度 2回の会  

１１））第第４４回回部部会会（（２２００１１９９年年６６月月２２７７日日））  
経済・財政・社会保障収支 労働需給のバランス る にモデル事業から の

報 収 るか、 労 る に の

るか、 について の  
 
 デー 収 に 方 るの 、あらか 方 想 、

に 要 デー 収 る ある  
 支 の 支 内容 い 回 ら る  
 モデル事業 、 労 の け 、 の に関 る

報 収 る い  
 イ リス 、支 け の に る 、財政に

報告 ている  
 支 け け か の比較 の に て か、 る 要

ある  
 労 の に て 、 の 要 の に る

のか、 る 要 ある   
 
２２））第第５５回回部部会会（（２２００１１９９年年８８月月 77日日））  
モデル事業 のデー 収 方 、経済・財政・社会保障収支・労働需給バランスの 方

について の  
 

 モデル事業 、支 け 、比較の 、 て、支 の

ら か のデー 収 い  
 支 の に るか 、デー 収 の ー イン に る

の 理想 、モデル事業 の に て 方 て

方 い か 整 け ら い  
 支 の イル（ 、経 年 ） い  
 経済・財政・社会保障収支・労働需給バランスの 、 に り、

（社会 、 現、 度 ）について 、 る

ら る  
 1 年 のモデル事業 、 に る るのか ある  
 年度 、 モデル事業 のデー 収 方 の 、 労 の の 、   
ラ ー の の 部会の い  
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（（４４））２２００１１９９年年度度ににおおけけるる検検討討経経過過  
2019年度 2回の会  
１１））第第４４回回部部会会（（２２００１１９９年年６６月月２２７７日日））  

経済・財政・社会保障収支 労働需給のバランス る にモデル事業から の

報 収 るか、 労 る に の

るか、 について の  
 
 デー 収 に 方 るの 、あらか 方 想 、

に 要 デー 収 る ある  
 支 の 支 内容 い 回 ら る  
 モデル事業 、 労 の け 、 の に関 る

報 収 る い  
 イ リス 、支 け の に る 、財政に

報告 ている  
 支 け け か の比較 の に て か、 る 要

ある  
 労 の に て 、 の 要 の に る

のか、 る 要 ある   
 
２２））第第５５回回部部会会（（２２００１１９９年年８８月月 77日日））  
モデル事業 のデー 収 方 、経済・財政・社会保障収支・労働需給バランスの 方

について の  
 

 モデル事業 、支 け 、比較の 、 て、支 の

ら か のデー 収 い  
 支 の に るか 、デー 収 の ー イン に る

の 理想 、モデル事業 の に て 方 て

方 い か 整 け ら い  
 支 の イル（ 、経 年 ） い  
 経済・財政・社会保障収支・労働需給バランスの 、 に り、

（社会 、 現、 度 ）について 、 る

ら る  
 1 年 のモデル事業 、 に る るのか ある  
 年度 、 モデル事業 のデー 収 方 の 、 労 の の 、   
ラ ー の の 部会の い  
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（（５５））２２００２２００年年度度のの検検討討方方向向  
2020年度 、モデル事業の 報告 、モデル事業の についての

検 に、 労 の 支 の経済・財政・社会保障収支 の に

ついてのシ ーシ ン に ている  
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４４．．「「海海外外状状況況整整理理」」部部会会  
  
（（１１））「「海海外外状状況況整整理理」」部部会会のの役役割割  
海外状況整理部会 、 要国の障 、生 、 の 働 ら る

に る 業 、障 けから障 外 「ダイバーシティ 労 」の 向

、ダイバーシティ 労 ラ ー の検討に る る

に  
 

（（２２））２２００１１８８年年度度ににおおけけるる検検討討内内容容  
2018 年度に 、3 回の会 、 ンバー 要 内容につ 、

の ら   
１）障 、 て 外の働 ら る に関 る 労 、 の

関 ける 表 18 の に る 表 18 、 に 労 の 度

（ にい 、 労 の 度 る）、 に 障 外 の

度 ている（ にい 、障 外の 々に る） 
２）日本 る あり、本部会 、 要国における、

の につ 整理 る 要 ある  
 障 に る 業 （ 労、支 労、保 労） 
 生 に る 業  
 の 働 ら る に る 業  
 社会 （ ーシ ル・イン ルー ン） の 概要 
 ーシ ル ー の 向 
 障 けから障 外 「ダイバーシティ 労 」の 向 

 

        （ ）ダイバーシティ 労支 機構  

表表 1188 
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４４．．「「海海外外状状況況整整理理」」部部会会  
  
（（１１））「「海海外外状状況況整整理理」」部部会会のの役役割割  
海外状況整理部会 、 要国の障 、生 、 の 働 ら る

に る 業 、障 けから障 外 「ダイバーシティ 労 」の 向

、ダイバーシティ 労 ラ ー の検討に る る

に  
 
（（２２））２２００１１８８年年度度ににおおけけるる検検討討内内容容  

2018 年度に 、3 回の会 、 ンバー 要 内容につ 、

の ら   
１）障 、 て 外の働 ら る に関 る 労 、 の

関 ける 表 18 の に る 表 18 、 に 労 の 度

（ にい 、 労 の 度 る）、 に 障 外 の

度 ている（ にい 、障 外の 々に る） 
２）日本 る あり、本部会 、 要国における、

の につ 整理 る 要 ある  
 障 に る 業 （ 労、支 労、保 労） 
 生 に る 業  
 の 働 ら る に る 業  
 社会 （ ーシ ル・イン ルー ン） の 概要 
 ーシ ル ー の 向 
 障 けから障 外 「ダイバーシティ 労 」の 向 

 

        （ ）ダイバーシティ 労支 機構  

表表 1188 
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（（３３））２２００１１９９年年度度検検討討部部会会報報告告のの概概要要  
2019年度 、4回の会 の検討 に、イ リス、 ランス、 イ 、 ィンラン 、 

デン ー における障 、生 、 の 働 ら る に る 業

、 ーシ ル ー の 向 の基 イ リス 委員（日本障

リ リテーシ ン 会 、 部 ） 委員（ 保

） 、 ランス 委員（ 部 ） 、 イ

委員（ 国 国 社会 ） 、 ィンラン 部

会 （ 政 ） 、デン ー 事 （ 社 ダイバーシティ

労支 機構 表理事） お、 委員に 、 国における ーシ ル

ー の 向についての整理 お い 各国の概況 、（6）の「各国比較表」に

ている 、 、「海外状況整理部会 2019年度 報告 」 い  

 
（（４４））２２００１１９９年年度度ににおおけけるる検検討討経経過過  
  2019年度 4回の会  
１１））第第４４回回部部会会（（２２００１１９９年年６６月月２２１１日日））    
各委員からの 2019年度 画の報告 に基 整 い、障 に る

業 の の働 ら る に る 業 に、基

る ら  
 

２２））第第５５回回部部会会（（２２００１１９９年年１１２２月月５５日日））    
各国（ 国、 ランス、 ィンラン ）の障 の 労支 の 向、 国に 

おける ーシ ル ー の 向について  
 
３３））第第６６回回部部会会（（２２００２２００年年１１月月９９日日））    
各国（ 国、 イ 、デン ー ）の障 の 労支 の 向、 ・ 国におけ 

る ーシ ル ー について  
 
４４））第第７７回回部部会会（（２２００２２００年年２２月月１１７７日日））    
海外状況整理部会報告 構 について 、 に基 の

に、2020年度 の検討内容  
 
（（５５））２２００２２００年年度度のの検検討討方方向向  

の につ 、 検討 要 ら る  
 回 り てい い い あ り てい い  

    各国におけるダイバーシティ 労 の 向、 業 度の 方  
 日本 の の比較 
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（（ ））各各   
（ １） ー （「社会保 支 」の GDP 、 、就 （15 64 ）、

、政 部 ）、 、 （障 の 、障 に する就

（一 就労、保 就労な ）、働きづらさを抱える の 、生活 ・その の

働きづらさを抱える に する就 、「ダイバーシティ就労 」の ）につい

て、 5 を し  
（ ２）「社会保 支 」は、social protection expenditure の で、 、障 、高 、

、 な の され スク ー に する 給 、 給 、

の総 （Eurostat,”Glossary”から、 Social_protection,” 
https://ec.europa.eu/eurostat/statistics-
explained/index.php?title=Glossary:Social_protection） 

（ ３）「 」は、 の がその の の の に

ない人々の割合で、 は、（ 内のす ての 員の合

） （ 人 の 方 ） は、 社会保 を き、年

生活保 、 な の給 を加え の  
（ ４ ） は 、 は 、 Eurostat( ) 、 European Social Policy 

Network(ESPN),”Social protection expenditure and its financing in Europe”(2019) 
（https://ec.europa.eu/social/main.jsp?catId=738&langId=en&pubId=8253&furth
erPubs=yes,） は、 MISSOC Database→Organisation 
(https://www.missoc.org/missoc-database/organisation/) その は各
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erPubs=yes,） は、 MISSOC Database→Organisation 
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１１））イイ スス  
．「社会保 支

」の GDP  
21.6 （2015 年） 

．  3.9 （2019 年） 
．就  75.2 （2019 年） 
．  11.1 （2016 年） 
．政 部  、年 、社会 の 給 は「就 ・年 」（Department 

for Work and Pensions) 
保 社会 ー スの 給 は「保 ・社会 」 

（Department of Health and Social Care）(イン ラン 外は ) 
社会保 の 収・ ックスク ジットの支給は「 」（HM 

Revenue & Customs） 
．障 の  に れ 、 の 生活を 力に、 質 かつ長 に

を らす 体 は な 障 を する （第 6 
 1 、2 ） 障 がなくて 、過 に障 を してい

れる（  4 ）  
 支援制度 制度 において される では、労働 力

される   
．障 に す

る就 （一

就労、保 就労 
な ） 

ク ス・ト ー・ ーク 障 の就労に する支援、 と

プロ ラム、 支援プロ ラム 度障 の支援 
保 は  

．働きづらさを

抱える の  
ジ ブ ン ー・プラスにおける「 と プロ ラム」の

は、長 、障 、 、 ーム ス、 役 人、社会

経 、 、 ・ ー 、 な である 就労支援

においては、とくに 25 の に をおいている  
．生活 ・

その の働きづ

らさを抱える

に する就

 

生活 に しては、「 と プロ ラム」に 、ス の

就 体 な の就労支援が されている バー ク ジッ

トを長 給している は 制 加である けには「 ース

オブ ーシ ン」な の な支援がお な れている その か、

合 な ー を する に しては、ジ ブ ン ー・プラスにおけ

る 合 ー 画の 、 方 体の ーシ ーク部 に る

支援 画の が れている  
． 「ダイバーシ

ティ就労 」の 
 

就労支援の としては、長 、障 、 、 ーム

ス、 役 人、社会 経 、 、 ・ ー 、

な を く としている  
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２２))フフラランンスス  
．「社会保

支 」の

GDP  

32.0 （2015 年） 

．  8.2 （2019 年） 
．就  65.5 （2019 年） 
．  

 
8.3 （2016 年） 

．政

部  
社会保 （ 保 、 保 、 、労 保 ） 

 に 多 に しているが、加 が多い な のが、  
の給 を とする「一 制度」であ 、Urssaf（社会保障・

収 ）が保 を 収し、給 は年 を全 保 、

保 ・労 保 を全 保 、 ・障 ・

を全 が 、それを「 ・保 」（（Ministry of 
Solidarity and Health)が している 員については、保 収・給

きを各 制度 が し、それを「経済・財政 」

（Ministry of Economy and Finance)が 、 については 社

会 済（MSA）が保 収・給 きを い、それを「 ・

」（Ministry of Agriculture and Food）が している （ ） は、内

ごとに 成される め、 については あ  
社会  

 社会保 制度の給 を けない高 、障 、 な の 済を目 と

する 制度で、 には、「 ・保 」が している  
保  

 ・保 が である 保 を  
社会  

 社会 制度の で れ、 には が 体  
労働 

 労働 （Ministry of Labour）の の 、 と 保 給 を

ン ー（Pole emploi）が い、 保 制度の企画 、財政 を全

合（Unedic）が ている  
．障 の

 
障 の  

「1 つ は の 体・ ・ ・ ・ に する の 質

、 障 （polyhandicap）、 は、 のトラブ を理

として、障 が、その環境において る活 の制 あるいは社会生活 の

加の制 のす て」（社会 ・ L.114 ） 
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２２))フフラランンスス  
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．就  65.5 （2019 年） 
．  

 
8.3 （2016 年） 

．政

部  
社会保 （ 保 、 保 、 、労 保 ） 

 に 多 に しているが、加 が多い な のが、  
の給 を とする「一 制度」であ 、Urssaf（社会保障・

収 ）が保 を 収し、給 は年 を全 保 、

保 ・労 保 を全 保 、 ・障 ・

を全 が 、それを「 ・保 」（（Ministry of 
Solidarity and Health)が している 員については、保 収・給

きを各 制度 が し、それを「経済・財政 」

（Ministry of Economy and Finance)が 、 については 社

会 済（MSA）が保 収・給 きを い、それを「 ・

」（Ministry of Agriculture and Food）が している （ ） は、内

ごとに 成される め、 については あ  
社会  

 社会保 制度の給 を けない高 、障 、 な の 済を目 と

する 制度で、 には、「 ・保 」が している  
保  

 ・保 が である 保 を  
社会  

 社会 制度の で れ、 には が 体  
労働 

 労働 （Ministry of Labour）の の 、 と 保 給 を

ン ー（Pole emploi）が い、 保 制度の企画 、財政 を全

合（Unedic）が ている  
．障 の

 
障 の  

「1 つ は の 体・ ・ ・ ・ に する の 質

、 障 （polyhandicap）、 は、 のトラブ を理

として、障 が、その環境において る活 の制 あるいは社会生活 の

加の制 のす て」（社会 ・ L.114 ） 
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障 労働 の  
「 、 、 機 の機 の に り、

る 現 に ている ての 」（労働 L.5213-1
） 

．障 に

る 業

（

労、保 労

） 

労 
・ 度（6 ） 
・AGEFIPH（障 業 基 理 機関）に る 、障 労働

に る 々 支  
保 労 
・ 企業（労働 ） 
・ESAT（社会 ・ 、労働 労働 生 労働 に関

る の ） の 55.7 の保障報 障  
社会 経済企業 

．働 ら

る

の  

「経済 社会 支 （IAE）」 、「社会 ・ 業

（年 、 状 、 経済状 ） 理 て から か て

いる 々」に る社会 支 ている  
．生

・ の の

働 ら

る

に る

業  

経済 社会 支 （IAE） 
社会 ・ 業 （年 、 状 、 経済状 ） 理

て から か ている 々 社会 ・ 業 る に、 
ア シ ーシ ン、 支 業 ・現場、 支 企業、 支

企業 国 て の の 支  
社会 経済企業 
「社会 経済企業」 ての要 の のついて、財政支

、 済 、ア シ ーシ ン、財 、 の要

会社 （ 240 、 ー の 13 度）  
． 「ダイバ
ーシティ

労 」の 向 

障 労働 の い  
「 状況にある 」 て、 年 業 、 保障給

の 給 る ている  
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３３）） イイ   
．「社会保

支 」の

GDP  

24.9 （2015 年） 

．  3.2 （2019 年） 
．就  76.7 （2019 年） 
．  

 
10.4 （2016 年） 

．政

部  
労働社会  

 、社会保 、社会保障給  

ージェンシー 

 、 、 給 障 に する テーシ ン給  

 ごとに ージェンシーを   

方 体の でジ ブ ン ーを  

合  

 制度 での 整 の 収 各 の給 、 度障 の に

する  

援  

 障 の 度の  
．障 の

 
障 とは、 体 、 、 障 を 、 環境 の障 との

に 、社会生活 の 加が 6 を えて される 性が

高い  

7の となるのは、障 の 度が 50 の 度障 は れと

いを ける  
．障 に

する就

（一 就

労、保 就労

な ） 

一 就労 

・ 制度（5 ） 

・ 合 に る 、障 労働 に する支援 

・ ージェンシー・ 合 に る の支給 

30 の 度障 を する における就労（ ） 

・ 合 に る、 、障 労働 に する支援 

・ ージェンシー・ 合 に る の支給 

障 における就労（ ） 

・社会 からの就労に する給  

・ ージェンシーからの に する給  
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３３）） イイ   
．「社会保

支 」の

GDP  

24.9 （2015 年） 

．  3.2 （2019 年） 
．就  76.7 （2019 年） 
．  

 
10.4 （2016 年） 

．政

部  
労働社会  

 、社会保 、社会保障給  

ージェンシー 

 、 、 給 障 に する テーシ ン給  

 ごとに ージェンシーを   

方 体の でジ ブ ン ーを  

合  

 制度 での 整 の 収 各 の給 、 度障 の に

する  

援  

 障 の 度の  
．障 の

 
障 とは、 体 、 、 障 を 、 環境 の障 との

に 、社会生活 の 加が 6 を えて される 性が

高い  

7の となるのは、障 の 度が 50 の 度障 は れと

いを ける  
．障 に

する就

（一 就

労、保 就労

な ） 

一 就労 

・ 制度（5 ） 

・ 合 に る 、障 労働 に する支援 

・ ージェンシー・ 合 に る の支給 

30 の 度障 を する における就労（ ） 

・ 合 に る、 、障 労働 に する支援 

・ ージェンシー・ 合 に る の支給 

障 における就労（ ） 

・社会 からの就労に する給  

・ ージェンシーからの に する給  
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．働 ら

る

の  

社会 第 2 ・第 3 、労働 場から か ている に て労働

生 給  

社会 第 3 の 、 業 、障 、 ・ からの 業

、 労 つけるの 業 、 業  

社会 第 2 の 、 要 る  
．生

・ の の

働 ら

る

に る

業  

労 に る の支給 

業 ・ 給 る の支給 労に

る 支 の  

事業における 労機会の （ ） 

． 「ダイバ
ーシティ

労 」の 向 

障 の 、 の 、 の の る 

事業 の 割 に る 

年 の 業 ・ 業 に る支  

業 ・ 給 い 要 の 度の  
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４４））フフィィンンラランン   
．「社会保

支 」の

GDP  

30.4 （2015 年） 

．  6.6 （2019 年） 
．就  72.9 （2019 年） 
．  

 
5.8 （2016 年） 

．政

部  
年 、 保 、 、 給 労働・社会保障 は、 「社会

・保 」（Ministry of Social Affairs and Health）が  
．障 の

 
フィンラン における障 の は、 制度に て なるが、

と く いられているのは、「障 ー ス 」（1987 年 ）に

る ので、「障 は、障 （disability） は （disorder）に 、

の生活に長 に の さがある 」である それに して、

ー スに る 支援プロ ラムの となる障 は、「

で される労働 の 、 に され （injury）、 は

その の障 （disability） に （job）を 、 を し 、

の 性が しく し 」と される 6 章では の に

する障 に が てられている  
．障 に

する就

（一 就

労、保 就労

な ） 

（１）一 労働 での障 支援  
 ー ス （2003 年 ）に づき、障 （長 な

を ）に し のとして、 テーシ ン（ ・ 性検 、

労働 力 、就労・ トライ な を 、 備お 労働

な ）の 、お の給 （ と 加部 （

の 60% で）から 成 は、1 あ 10 か で、障

お な の 合は、1 あ 24 か 給 ）が れてい

る  
（２） 労働 での就労支援 
 労働 とは、障 を 、さ な理 で、一 労働 で

は の を る とが な人 との めの、 と一 の

にある就労 会の とである 労働 政に る 労働 （

労働お な ）お 社会 ・保 に る 社会政

（ に け テーシ ン就労活 な ）から 成される そ

の には、障 、長 、 に長 にな そ な人 と、

（一 は な） （その と は ）で し 人

とが れる  

第
4
章
　
各
委
員
会
・
部
会
で
の
検
討
内
容



53 54

 

 
 

４４））フフィィンンラランン   
．「社会保

支 」の

GDP  

30.4 （2015 年） 

．  6.6 （2019 年） 
．就  72.9 （2019 年） 
．  

 
5.8 （2016 年） 

．政

部  
年 、 保 、 、 給 労働・社会保障 は、 「社会

・保 」（Ministry of Social Affairs and Health）が  
．障 の

 
フィンラン における障 の は、 制度に て なるが、

と く いられているのは、「障 ー ス 」（1987 年 ）に

る ので、「障 は、障 （disability） は （disorder）に 、

の生活に長 に の さがある 」である それに して、

ー スに る 支援プロ ラムの となる障 は、「

で される労働 の 、 に され （injury）、 は

その の障 （disability） に （job）を 、 を し 、

の 性が しく し 」と される 6 章では の に

する障 に が てられている  
．障 に

する就

（一 就

労、保 就労

な ） 

（１）一 労働 での障 支援  
 ー ス （2003 年 ）に づき、障 （長 な

を ）に し のとして、 テーシ ン（ ・ 性検 、

労働 力 、就労・ トライ な を 、 備お 労働

な ）の 、お の給 （ と 加部 （

の 60% で）から 成 は、1 あ 10 か で、障

お な の 合は、1 あ 24 か 給 ）が れてい

る  
（２） 労働 での就労支援 
 労働 とは、障 を 、さ な理 で、一 労働 で

は の を る とが な人 との めの、 と一 の

にある就労 会の とである 労働 政に る 労働 （

労働お な ）お 社会 ・保 に る 社会政

（ に け テーシ ン就労活 な ）から 成される そ

の には、障 、長 、 に長 にな そ な人 と、

（一 は な） （その と は ）で し 人

とが れる  
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（３）保 労 
 2002年 4月 に 、 に て る保 労 の 、

事 に て 障 、生 てら る に る

てい 、 年 4月の社会 、 る障

、 関 に基 の い の 労 、

の機 ・ る の 、 労に る障

の 収 、 労働 に 基 いて支給 る  
（４）支 （SE） 
 ィンラン SE ー ス 、1996年から 1997年にかけて 障

お 障 に い の 、 リ の 部

て ている 、 労支 要 る に

て 場 て ら ているに かか ら 、現 の 国の SE
ー ス 、 て に支 る け 、 支

てい いの 、 る  
．働 ら

る

の  

ー ス 、「働 ら る 」 の のについて 、

てい い 、 に る の て、「 業 」（ 事

る労働 の 、 12か月 て、 16か月
内にあ て 12か月 業 ている ）お 「 」（労働

場 ける ある 、 業給 の ている か、

あるい 500日 業 ている に、労働 場 給 て

いる ） ている らの 業 に 、「障 の

らかの理 、 の労働 比 、

に ている」 る「部 労働 のある 」 働 ら

る に る ら る  
．生

・ の の

働 ら

る

に る

業  

2004年に 3つの 政機関（労働 政・ ・社会保 ）から構 る

ンス ー ス・ て労働 ー ス ン ー（2006年
、 国 39か に ） ている ン ーの 、 に

り 業 給 て 業 、 の 向

る 、 つけるの 支 る  
 て、2001 年に 「（ に向け ）リ リテーシ ン 労 」

、 の 、 業 て 、

る の 、 業に基 支 る労働 場支 社会

給 ている ある  
 、2017年に 、 事 に ている部 労働 のある

リア機会（OTE） 国 12 か
ている ィンラン の 部 労働 のあ
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55 
 

る 、労働 場に るの 支 る の 方

つ り、 の る の 事業 る

の ある  
． 「ダイバ

ーシティ

労 」の 向 

ィンラン 、日本 、 社会 、労働 の 、

いて 労働 の 保 に ている から、障 、

業 、 お 部 労働 のある 労働 場に

り にダイバーシティ 労 、 関 に け ら て

おり、 に ら ている   
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55 
 

る 、労働 場に るの 支 る の 方

つ り、 の る の 事業 る

の ある  
． 「ダイバ
ーシティ

労 」の 向 

ィンラン 、日本 、 社会 、労働 の 、

いて 労働 の 保 に ている から、障 、

業 、 お 部 労働 のある 労働 場に

り にダイバーシティ 労 、 関 に け ら て

おり、 に ら ている   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

５５）） ンン ーークク  
．「社会保

支 」の

GDP  

29.0 （2015 年） 

．  4.9 （2019 年） 
．就  75.0 （2019 年） 
．  

 
5.5 （2016 年） 

．政

部  
労働 （Ministry of Employment） 
労働 は、労働政 を く するとと に、年 ている 外

の一つが、2012 年に され ン ーク労働 ・ ク ート である

労働 ・ ク ート は、 会 方 （ ジオン

ごとに かれている）、ジ ブ ン ー（ ムー  体が ）

の を、目 成度に 成 の で政 目 理をしている  
社会 ・内 (Ministry of Social Affairs and the interior) 

障 、 な に かれ （Disadvantaged Children）、社会

に されている成人（Marinalised Adults） の（ を く）

は、 の が している  
．障 の

 
としての はない（障 、障 制度、障 はない）

障 年 、 成 給 の 給要 はある  
フ ックスジ ブの には、「 な社会 を抱える 」を  

．障 に

する就

（一 就

労、保 就労

な ） 

（１）一 就労 
成 6 か （ の 合は 9 ）を として の 50

の  
就 の めの 人支援（ ー ・ シス ンス） 37 労働（フ

ックス・ジ ブを ）に し 20 になる

（ の に づく） 、外 につき、1 15 の

ーを けられる しい 体障 を な 年 の 合は、1
24 での ーを できる  
（２） 就労 
フ ックスジ ブ テーシ ン ー ス（ 5 年）を け 

て の就労 では を られない、65 の に 度な障  
（「 な社会 を抱える 」を ）が 、障 人、  

体の 合 に づき、 に る を しながら、その  
人状況に合 な就労 （ 就労、 整され 就労 、  
され 要 ）での （ を ）が される（なお、 な 
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57 
 

（ 、 回の の ） ている  
、 労に い、 ）  
（３）保 労 
デン ー において 、障 年 給 ら 業 る けに

る 2 ある 、 保 業 内 業 ス ー

（障 年 給 ら、企業 労働 る 、企業 か

ら の ける ）の 2つ ある （デン ー 、保 労 、

障 年 給 ら 労 る 、 ） 
．働 ら

る

の  

労 に る 業リ リテーシ ンの 、本 （障 、

社会 に ている 、 ） の 、 ている  
「障 」 の 労支 の に 、「 社会 る 」  

労支 内容 るにあ り、基 （ ー ）内にある

ン ー内 部 、保 ・ 部 、社会 部 、 部 の

表 から る ー 、 業 の の 要 、 の の 要

、 ン ーの支 の 要 、 労働 場 の本 労、

ス 、 障 年 、 の 、の る（

、 か てい 、 、2013年 1月から、
の り方（リ ース・ ス）に り ）  

．生

・ の の

働 ら

る

に る

業  

業リ リテーシ ン 労働 場 の に 生 ている の

る 、本 （障 、社会 に ている 、 ） の

に、 5年 支 支 内容 、 支 、 、 業

業 、 支 から る  

． 「ダイバ
ーシティ

労 」の 向 

障 の い（ ス の場 、「 社会 る

」 ）  
業リ リテーシ ンの 、 労働 場 の に 生

ている い 、障 、社会 に ている 、 の

に ている  
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